
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

川崎市と東日本旅客鉄道株式会社との包括連携協定の締結について 

～『鉄道』と『まち』をともに発展させるため、両者で連携・協働して取組を進めます～ 

①鉄道と沿線のブランド向上
 

■満足度が高く愛される駅・鉄道の実現により、路線イメージを向上し、住み

たい魅力のある沿線・まちを目指します。 

【主な取組】 

○南武線・南武支線の利便性・快適性向上 

利便性や快適性が向上するよう、新駅の設置を含め、検討を進めます。 

○南武線・南武支線のイメージアップ 

新型式車両の導入を契機として、活性化・ブランド向上に取り組みます。

○情報発信拠点としての駅や沿線の価値向上 

多くの人が集う場である駅のポテンシャルを活かして、共同イベントを 

開催するなど、駅と地域の活性化に向けた取組を進めます。 

②地域の暮らしの安全・安心の向上
 

■安全・安心・快適で、子どもから高齢者まで誰もが暮らしやすい沿線・まち

を目指します。 

【主な取組】 

○安心して子育てができる環境の創出 

待機児童の解消に向け、沿線での保育環境等の充実に取り組みます。 

○子どもから高齢者まで誰もが安全・安心に暮らせる環境の創出 

線路の立体化等による踏切解消や、踏切環境の改善、災害時の帰宅困難

者対策等、誰もが常に安全・安心に暮らせるための取組を進めます。 

○スムーズに鉄道を利用できる取組の推進 

 

③低炭素化・スマート化 
 

■来るべき水素社会を見据え、水素エネルギーの利活用に戦略的に取り組むな

ど、環境負荷を更に低減させ、持続可能な社会の実現を目指します。 

【主な取組】 

○水素の利活用に向けた検討 

燃料電池を活用した「エコステ（注）」の推進など、水素エネルギーの利活

用の可能性を追求します。 

（注）エコステーションの略で、駅設備に省エネルギー、再生可能エネルギーなど、様々な環境保全技術を導入する取組のこと。 

○まちづくりにおけるスマート化に向けた協力 

ＩＣＴ等の活用による低炭素化の促進や、便利・快適・安全な都市環境 

の形成に向けた取組を進めます。 

④公共交通の利用促進
 

■環境負荷が少なく、人に優しい公共交通機関である鉄道の利用を促進し、自

動車利用から鉄道利用への転換を目指します。 

【主な取組】 

○駅へのアクセス性を向上させる取組の推進 

橋上駅舎化や線路の立体化等により、駅までのアクセス改善や、鉄道と

バスの乗換円滑化等に取り組みます。 

○地域のにぎわい・交流を促進するまちづくりの推進 

駅と地域の結節を強化し、活発な交流を生み出すまちづくりを進めます。

○沿線企業・住民の皆様の利用促進に向けた意識の醸成 

子どもの体験活動等を通じて、啓発活動に取り組みます。 
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  エレベーターの整備等、鉄道利用の円滑化に向けた取組を進めます。 

 

※本件は東日本旅客鉄道株式会社が自治体との間で締結する初の包括的な連携協定となります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 南武線における輸送サービス改善   踏切環境の改善   駅マルシェイベントの開催  

 横須賀線・湘南新宿ライン武蔵小杉新駅の設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考 川崎市における東日本旅客鉄道株式会社の主な取組事例等について 

横須賀線 武蔵小杉新駅 

定員が１割アップする新型車両 

 南武線における連続立体交差事業の実施・検討   JR 川崎駅北口自由通路の設置   新川崎駅鹿島田こ線歩道橋の設置  

 駅周辺における保育園の設置  

・H22 に横須賀線武蔵小杉新駅を開業。 
→新駅の開業により、JR 武蔵小杉駅の乗車人員が

約２万人増加（H21 と H22 の比較） 
・駅周辺開発の進展等により中原区の人口が増加。

（H17 約 203,000 人→H26 約 236,000 人） 

連続立体交差事業（１期）区間を走行する南武線 

・連続立体交差事業により、踏切渋滞、事故を解消

するなど都市交通の円滑性、安全性等の向上、鉄

道により分断された市街地の一体化が促進。 
→現在は尻手駅～武蔵小杉駅間の事業実施に向け

た調査・検討及び関係機関との調整を実施中 

北口改札等のイメージパース 

・JR 川崎駅へのアクセス性の向上と東西自由

通路の混雑緩和、駅東西の利便性・回遊性等

の向上を図るため、北口自由通路と新たな改

札口の整備を推進中。 

・地域の方々の利便性、安全性の向上のため、新

川崎駅において、線路上部にエレベーター付き

の鹿島田こ線歩道橋を整備。（H26） 

鹿島田こ線歩道橋 

・混雑緩和、快適性向上を図るため、従来よりも定

員が約１割多い新型車両を導入中（H26～）。 
・利便性と速達性の向上を図るため、日中に快速列

車を設定（H23～）。 

定員 

約１割アップ 

・緊急に対策を行う必要がある踏切について、歩行

者の安全性向上のため、通行空間の拡幅やカラー

化、遮断・開放時間の短縮などの取組を実施 

・南武線沿線活性化プロジェクトの一環とし

て、沿線住民が地域の農産物にふれる機会

を提供し、地域農業の活性化や地産地消の

取組みを推進することを目的とした「登戸

駅マルシェ」等を開催。 

登戸駅マルシェの開催状況 

・川崎市は最優先課題として「最幸のまち」のシ

ンボルである「子どもたちの笑顔のあふれるま

ち・かわさき」を実現すべく、「待機児童の解

消」を早急に実現したい。また、JR 東日本グ

ループでは『生活サービス創造グループとし

て、仕事と家庭の両立をサポートし地域に貢献

したい』といった両者の思いのもと、保育園を

始めとする子育て支援施設を開設。 

鉄道用地を活用した子育て支援施設例 安全・安心に通行できるようになった向河原駅前踏切 

●E233 系（定員 924 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
●205 系（定員 848 名） 
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■南武支線と小田栄地区 

■新駅の概要 
─JR 南武支線─ 

（仮称）小田栄新駅 
検討対象位置 

  -JR 南武支線- （仮称）小田栄新駅設置に向けて取り組みます 

包括連携協定に基づく第１弾として、川崎新町駅～浜川崎駅間における新駅の検討を進めます 

■検討位置の周辺状況 

■位置図 

浜川崎

川崎新町

八丁畷

尻手 

※国土地理院標準地図（電子国土Web）をもとに作成

大川

京急川崎

昭和

扇町
武蔵白石

矢向

川崎
港町

鈴木町

川崎大師
東門前 産業道路

小島新田
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